
牛窓油絵々葉書

　

瀬
戸
内
海
の
多
島
美
や
港
町
の

町
並
み
、
丘
陵
の
段
々
畑
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
優
れ
た
景
観
は
、
瀬

戸
内
市
で
は
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
か

ら
の
眺
め
が
良
く
知
ら
れ
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

の
一
部
と
も
な
っ
て
い
る
瀬
戸
内

海
沿
岸
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ
た
画

家
と
牛
窓
と
の
出
会
い
を
紹
介
し

ま
す
。

瀬
戸
内
海
国
立
公
園

　

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
は
、
昭
和

９
年
に
国
立
公
園
の
一
つ
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
当
初
は
牛
窓
周
辺
を
含
む

備
讃
瀬
戸
を
中
心
と
し
た
一
帯
の

み
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
区
域
の

拡
張
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は

紀
淡
、
鳴
門
、
関
門
、
豊
予
の
四

つ
の
海
峡
に
区
切
ら
れ
た
陸
域
・

海
域
が
含
ま
れ
、
日
本
一
広
大
な

国
立
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

小
千
余
り
に
お
よ
ぶ
島
々
で
形
成

さ
れ
た
内
海
多
島
海
景
観
が
そ
の

最
大
の
特
色
で
す
。

　
佐
竹
徳
画
伯
と
牛
窓
と
の
出
会
い

　

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
は
「
オ
リ
ー

ブ
の
画
家
」
と
称
さ
れ
た
画
家
・

佐
竹
徳
が
そ
の
風
景
に
魅
了
さ
れ

た
場
所
で
す
。

　

佐
竹
画
伯
が
牛
窓
を
訪
れ
た
の

は
昭
和
34
年
春
の
こ
と
で
し
た
。

高
松
市
の
病
院
に
入
院
し
て
い
た

恩
師
を
見
舞
っ
た
帰
途
、
児
島
市

下
津
井
（
現
倉
敷
市
下
津
井
）
に

旧
友
阿
藤
秀
一
郎
を
訪
ね
、
牛
窓

オ
リ
ー
ブ
園
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
佐
竹
画
伯
は
眼
下

に
広
が
る
景
観
に
、
か
つ
て
佐
竹

画
伯
が
衝
撃
を
受
け
た
セ
ザ
ン
ヌ

が
描
い
た
南
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方

に
似
た
も
の
を
感
じ
、
赤
い
土
と

オ
リ
ー
ブ
の
緑
に
強
く
心
を
引
か

れ
、
そ
の
後
、
牛
窓
に
居
を
借
り

て
制
作
に
明
け
暮
れ
る
生
活
を
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

佐
竹
画
伯
が
描
い
た
『
オ
リ
ー

ブ
と
海
（
牛
窓
）』
は
第
10
回
新

日
展
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
、「
自
然
に
対
す
る
謙

虚
な
態
度
を
も
っ
て
、
そ
の
美
を

よ
く
表
現
し
得
た
優
作
で
あ
る
」

と
認
め
ら
れ
、
第
24
回
日
本
芸
術

院
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
竹
画
伯
の
描
い
た
絵
画
を
通

し
て
牛
窓
の
景
観
美
が
全
国
に
知

れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
で
も
牛
窓

オ
リ
ー
ブ
園
を
題
材
に
描
く
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

阿
藤
秀
一
郎
氏
と
は

　

佐
竹
画
伯
に
牛
窓
を
紹
介
し
た

人
物
・
阿
藤
秀
一
郎
は
、
生
涯
、

絵
を
描
く
こ
と
に
憑
か
れ
た
画
家

で
す
。
明
治
19
（
１
８
８
８
）
年

に
現
在
の
浅
口
市
鴨
方
町
に
生
ま

れ
、
20
歳
の
時
に
関
西
美
術
院
に

入
学
、
そ
の
後
、
上
京
し
て
川
端

絵
画
研
究
所
へ
入
学
、
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
に
渡
仏
し
て
い

ま
す
。

　

佐
竹
画
伯
と
知
り
合
っ
た
の

は
、
こ
の
川
端
絵
画
研
究
所
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
藤
画
伯
は
、
帰
国
後
、
定
住

す
る
こ
と
な
く
、
日
本
各
地
を

巡
っ
た
後
、
下
津
井
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
思
い
立
て
ば
す
ぐ
に
絵

を
描
き
に
出
か
け
、
長
く
家
を

空
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
晩
年
は
、入
院
生
活
を
送
り
、

病
院
の
中
で
描
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
に
こ
や
か
で
言
葉
が

や
さ
し
く
、
欲
が
無
い
」。
２
人

の
画
伯
に
共
通
し
て
語
ら
れ
る
人

物
評
で
す
。
阿
藤
・
佐
竹
両
画
伯

は
互
い
に
何
か
相
通
じ
る
も
の
を

感
じ
、
交
友
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
阿
藤
画
伯
は
、
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
の
牛
窓
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
「
牛
窓
油
絵
々

葉
書
」
の
原
画
を
描
い
た
画
家
で

す
が
、
牛
窓
と
の
関
係
は
詳
細
に

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

９月 23日、30 日（金）

☎
☎
☎

BooKs

 

多
く
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た

 

平
成
22
年
度
公
民
館
利
用
実
績

　

公
民
館
で
は
、
講
座
や
講
演

会
を
数
多
く
行
っ
て
お
り
、
多

く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
各
公
民
館
の

講
座
参
加
者
数
な
ど
は
次
の
表

の
と
お
り
で
し
た
。

名
画
や
美
庭
園
、
建
築
な
ど
美
術
館
の
魅
力
は
大
変

奥
深
い
。
全
国
の
１
、０
０
０
を
超
え
る
美
術
館
・

博
物
館
か
ら
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
い
話
題
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
紹
介
。
芸
術
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
贅
沢

な
時
間
と
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
い
た
い
。  

お
と
な
の
美
術
館　

　
　
　
　
　
　
日
経
ホ
ー
ム
マ
ガ
ジ
ン
…
発
行

心がぽかぽかするニュース
　（社）日本新聞協会…編

新聞を読んでしあわせな気持ちになった記事とそ
の理由を公募し、厳選された 66 件が 1冊の本に。
毎日の新聞が、私たちに困難な状況に立ち向かう
勇気や温かい気持ちを運んでいることに気付かさ
れます。

　

公
民
館
講
座「
男
の
台
所
講
座
」

は
、男
性
に
料
理
を
身
近
に
感
じ
、

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
講
し
て

い
る
講
座
で
す
。

　

今
年
度
は
、
春
・
夏
と
旬
の
食

材
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節

に
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　

第
４
回
目
と
な
る
９
月
の
講
座

で
は
、「
そ
ば
打
ち
」
を
取
り
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
そ
ば
を
使
っ
た

デ
ザ
ー
ト
も
作
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
そ
ば
打
ち
」
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
15
日
（
木
）
午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▽
会
場　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

徳
持
朝
香
さ
ん

▽
参
加
費　

　

・
年
間
登
録
料
３
０
０
円　
（
初

　

回
の
み
）

　

・
材
料
費　

実
費　
（
当
日
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
）

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
募
集
期
限　

９
月
８
日
（
木
）

▽
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、布
巾
、箸
、

持
ち
帰
り
用
容
器

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

５
人
以
上
で
登
録
で
き
ま
す

 

公
民
館
登
録
グ
ル
ー
プ

　

公
民
館
を
５
人
以
上
で
定
期

的
に
利
用
す
る
場
合
、
グ
ル
ー

プ
と
し
て
登
録
し
、
年
間
登
録

料
２
、０
０
０
円
を
支
払
う
こ
と

で
、
研
修
室
な
ど
の
使
用
料
が

１
年
間
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
気
が
合
う
仲
間
同

士
な
ど
で
、
グ
ル
ー
プ
登
録
を

し
、
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

既
に
た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

が
登
録
し
、
そ
の
分
野
は
、
ス

ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
料
理
、
園
芸

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
幅
広
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
に
つ

い
て
は
、
各
公
民
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料理を楽しむ参加者

そ
ば
打
ち
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

男
の
台
所
講
座
の
参
加
者
を
募
集

公民館主催
講座参加者(人）

グループ活動
などによる
参加人数（人）

合計（人） 登録
グループ数

中央公民館 8,287 64,079 72,366 84

長船町公民館 11,572 17,648 29,220 68

牛窓町公民館 2,785 21,948 24,733 58

合　計 22,644 103,675 126,319 210阿藤秀一郎画伯




